
　

小説・エッセイ
顔面放談 姫野 カオルコ 集英社 女性が体の不調を感じたら、まずは婦人科へＧＯ 吉岡 範人 現代書林

幸福人フー 坂口 恭平 祥伝社 サウナ語辞典 草彅 洋平 誠文堂新光社

がんがつなぐ足し算の縁 笠井 信輔 中日新聞社 日本の建築 隈 研吾 岩波書店

あわいに開かれて 小野 正嗣 毎日新聞出版 作業療法士が伝えたいケガをしない家づくり 満元 貴治 学芸出版社

オイサメサン 神津 凛子 講談社 年金暮らしでも生活が楽になる 文響社

からさんの家 まひろの章 小路 幸也 徳間書店 はじめての推しぬい＆ぬい服 グッズプロ 西東社

最愛の 上田 岳弘 集英社 離乳食赤ちゃんの発達に寄り添って 小野 友紀 芽ばえ社

素敵な圧迫 呉 勝浩 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 逆引きキャッチコピー事典 長井 謙 翔泳社

青春をクビになって 額賀 澪 文藝春秋 日本美術・この一点への旅 山下 裕二 集英社

ちぎれた鎖と光の切れ端 荒木 あかね 講談社 ソフトテニス トレーニングが上達の近道 田中 教裕 ベースボール・マガジン社

ともぐい 河崎 秋子 新潮社 推し活韓国語 柳 志英 Ｇａｋｋｅｎ

なれのはて 加藤 シゲアキ 講談社

二律背反 本城 雅人 祥伝社 児童書・絵本

人間標本 湊 かなえ ＫＡＤＯＫＡＷＡ ヨシちゃんの沖縄戦 中地 フキコ かもがわ出版

化け者手本 蟬谷 めぐ実 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 中高生の卓球 藤井 寛子 ベースボール・マガジン社

星を編む 凪良 ゆう 講談社 平安のステキな！女性作家たち 川村 裕子 岩波書店

迷彩色の男 安堂 ホセ 河出書房新社 空の手 新井 けいこ 偕成社

私労働小説 ブレイディみかこ ＫＡＤＯＫＡＷＡ 恋愛相談　 森川 成美 静山社

おつとめ 永井 紗耶子 ＰＨＰ研究所 いやいやいちご こが ようこ 教育画劇

女優は泣かない 有働 佳史 小学館 ぎょうざがいなくなりさがしています 玉田 美知子 講談社

きょうりゅううんどうかい たしろ ちさと 小学館

実用書 くるま！くるま！マニア！ まるはま 講談社

ワケあり式部とおつかれ道長 奥山 景布子 中央公論新社 そらまめくんのごめんなさい なかや みわ 小学館

ヨーロッパ近現代の２００年くらべて楽しむ地図帳 関 眞興 山川出版社 ねみちゃんのチョッキ なかえ よしを ポプラ社

文藝春秋オピニオン２０２４年の論点１００ 文藝春秋 ぱんぱんでんしゃ 五味 ヒロミ フレーベル館

無くせる会社のムダ作業１００個まとめてみた 元山 文菜 クロスメディア・パブリッシング ペンギンたんけんたい　あのひはもうすぐ 斉藤 洋 講談社

障害者差別解消法と実務対応がわかる本 水田 進 中央経済社 ぽわぽわもりのおかいもの かとー ゆーこ 世界文化ブックス

高校入試に英語スピーキングテスト？ 大津 由紀雄 岩波書店 みかんのおひさま 真珠 まりこ ほるぷ出版

ＣＲＩＳＰＲってなんだろう？ ヨローナ  リッジ 化学同人

認知症大全 斉藤 直子 小学館 ＊他多数の図書を入書しています。どうぞご利用下さい。

その１ 「祖母姫、ロンドンへ行く！」 椹野 道流／著 小学館

「一生に一度でいいからイギリスに行きたい。お姫様のような旅が

してみたいわ」そう話した八十を超えた祖母の願いをかなえるために、

親戚がお金を出し合い決まった豪華旅行、そのアテンドを任された作

者は、美術館に、オリエント急行でのディナー、本格アフタヌーン

ティなどあれがしたい、これがしたいという祖母の願いをかなえるた

めに振り回されることに。

よき旅を支える五つ星ホテルのバトラーやドアマンの仕事ぶりに感

動すると共に、どんなときにも自信と誇りを失わない「祖母姫様」の

言葉にはっとさせられる旅行エッセイです。

その２「幸せを招く縁起物」 本間 美加子／著 翔泳社

２０２４年、新たな一年が始まりました。今年も！今年こそ！良い

年でありますようにと願う方が大半ではないかと思います。

本書は、狛犬とシーサーのルーツは同じ古代オリエント地方の獅子

（ライオン）で魔除けであることなど縁起物背景にある信仰や伝承、

歴史と福を呼び、運を開くモノを紹介しています。

新年の運気を上げ、そっと寄り添い、暮らしに彩りを与えてくれる

縁起物を見つけ、今年も！今年こそ！良い一年を過ごせますように。

その３「獣の夜」 森 絵都／著 朝日新聞出版

入社二十五年目の十日間のリフレッシュ休暇。永井は、二年前から
憧れのイタリア旅行を計画し心待ちにしていた。しかし、パンデミッ
クが起こり中止を余儀なくされる。失意の中、休暇最終日に向かった
海で「生きるカリスマ・トシヤ」に出会い心の奥にしまい込んでいた
迷いと向き合うことに･･･。

数多くの児童文学賞、そして直木賞を受賞した作家が描く、どこか
不思議で温もりを感じる七つの短編集です。


